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 新年を迎え、角間キャンパスは銀世界。そろそろ入学試験も間近です。法学類月報第

4号では、山崎友也准教授の紹介、就職活動体験記のほか、法学類広報プロジェ

クトの学生による公認サークルの取材をお届けします。皆様、本年も金沢大学法

学類をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

◆連載◆ 法学類の先生    第 3回 山崎友也先生  

 本学に赴任して 5 年目になります。長野県に生まれ，学部時代を北陸，大学院時代

を北海道で過ごし，その後再び北陸で職を得て現在に至っております。雪と寒さから

逃れられない運命なのでしょうか。長野県は，宮沢俊義・小林直樹・芦部信喜と錚々

たる顔ぶれの憲法学者を輩出した地ですが，私のような不肖の憲法教員がその輝かし

い伝統をものの見事に汚していることには内心忸怩たるものがあります。 

 しかし，好きになれない気候とどうにも冴えない自分の能力を差し置きますと，本

学で教育・研究に携われて良かったと思っております。他大学のように，授業中スケー

トボードに乗ったり相撲を取ったりするような学生は皆無ですし，何より都会ズレし

ていない真面目な学生が多いのでホッといたします。また同僚の先生方も，高い教

育・研究能力をお持ちであることはさることながら，人間的にもとてもバランスの取

れた方ばかりなので，気持ちよく仕事をさせていただいております。 

 憲法に妙な関心を持っている我らが宰相のおかげで，今年は憲法をめぐる議論が

益々白熱していくでしょう。憲法について何か気になることがある学生諸君は，遠慮

なく質問に来てください。無愛想に見えるかもしれませんが，きちんと応対させてい

ただきますよ。 

                          憲法担当  山崎友也 

 

 

地域ブランディング研究会（ちい研） 

地域ブランディング研究会は「ちい研」という愛称で石川県の各地で様々 

な活動を行っています。学生目線で地域の魅力を発見し世界に発信することで 

「ブランド」を作りあげる、さらに各地域の新たな名物を作り出すだけでなく、それらを

売り込んでいく手法まで考えることがブランディングだといえます。法学類公認ということもあ



 

り 2009 年に発足した当初は特許や商標登録の仕組みを学ぶことを主な目的としていたそうです

が、現在では「能登鍋」を自ら作ってブランディングし、全国のご当地鍋がしのぎを削る「ニッ

ポン鍋合戦」というイベントで優勝を収めるなど、幅広い活動を展開しています。 

なんといってもこのサークルの最大の魅力は、構成員である学生が多角的な視野を養う場であ

るということでしょう。活動のほとんどは学生自身が率先して計画し行動しており、ブランディ

ングや商標登録などを行ううえで欠かせない地域や役所との交

渉ももちろん学生が担当します。学生主体で企画運営し、学外

と積極的に関わりプロジェクトを達成することは、貴重な経験

として後に活きるものになるだろうと感じました。 

今後の活動としては、草木染めによる印刷技術の特許取得な

ども計画しているとのことです。興味のある方はぜひ Facebook

（https://ja-jp.facebook.com/ku.localblanding）をご覧いただく

か、ちい研が参加するイベントに一度足を運んでみてください。 

法学類広報プロジェクト 法学類 1 年 鈴木真理・松岡花苗   

「いろんな人といろんな話を」 

父親に電話をかけるつもりが間違って選考中の企業へ電話をしたり、

合同説明会で高校の同級生と久しぶりに再会し説明会どころじゃなく

なったりと、数々の失敗をしてきた私ですが、一文書かせて頂きます。 

就職活動を振り返ってみると、いろんな人と話をしたことが、自分

の納得する会社を見つけ、内定を獲得できた一番のきっかけだと思います。就職は自分の人生

を大きく左右するものなので、自分の価値観と会社の価値観が一致することが理想です。自分

の価値観といっても、1 人で考えてもなかなか見えてこないもので、人と話すことで明確にな

るものだと実感しました。 

例えば友人と、出産してからも仕事をしたいかという話になった時に、私は小さい頃から今

まで母がずっと働いているのを見ているので、自分ももちろん同じように仕事をずっと続ける

ものだと思っていましたし、そうしたいのだと改めて感じました。そのためにもそれが出来る

制度が整った会社を探さなくてはと気付き、業種や職種を絞ることも出来ました。自分の中で

当たり前だと思っていたことが他の人にとってはそうではなかったり、自分の中にある思いを

言葉で表現することで改めて気が付くことがあったりと、誰かと話をすることで気が付いたこ

とが私はたくさんありました。ぜひ皆さんも友達や両親、先輩や企業の方など、いろんな人と

いろんな話をしてみて下さい。自分に合った会社は必ずあります！応援しています！ 

法学類 4 年（NTT データカスタマサービス株式会社に就職内定） 徳光律子 

●法学類の学生、卒業生、教員に関係するイベント等の情報を、ぜひお寄せください。 

●関係者の皆様のご寄稿を歓迎します。採用された方には、法学類グッズを進呈します。 

●本誌のバックナンバーは、法学類 HP (http://www.law.kanazawa-u.ac.jp/home/geppo)

に掲載していますのでご覧ください。 

また、メールでの定期配信（無料）をご希望の方は、金沢大学人間社会系事務部学生

課 法･経済学務係 (n-hkgaku@adm.kanazawa-u.ac.jp)までお申し込みください。 

●お読みになってのご意見ご感想は、上記メールアドレスまでお寄せください。 
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